
News Release

　2008年8月

木工家、家具職人による、暮らしに寄りそう家具の提案

「使い手とつくり手の顔の見える交流／展覧会」を目指し「木の仕事展' 08」開催  

　私たち木の仕事を職業とする団体*「木の仕事の会」は、未だ不十分な木の仕事に対する理解と、その社

会的認知を高めるため、さまざまな活動をおこなっています。

その一環として「使い手とつくり手の顔の見える交流／展覧会」を主旨に、11月6日（木）から9日（日）
までの4日間、*ものづくり総合施設「大阪市立クラフトパーク」にて、「木の仕事展' 08」を開催いたし
ます。

　IT社会の今日、インターネットの検索ではありとあらゆるものが閲覧でき、クリックひとつで多くのモノ

が手に入れられます。なのに本当に欲しいもの、必要とするものに出会うことは、どうしてこんなに難しく

なったのでしょうか？

　一方で、ものづくりの現場は、ともすれば、コスト削減、生産性と利益優先のもと、人件費の安い海外製

造品の前に存亡の危機にあります。さらに、つくり手と使い手の顔がお互い見えず、お互いの想いが通い合

わないのが実情であり現実です。

　

「木の仕事展' 08」参加の会員14名は、そのほとんどが独り、もしくは家族での小規模家具工房スタイルを
取っております。お客様から直接相談、注文を受けて制作する「顔の見える仕事のあり方」を大切に考えて
います。すべては会話と信頼関係つくりからはじまるのです。ですから展覧会会期中は、一般の方からの

「木の家具とのつき合い方、手入れ」など素朴な疑問、質問なども歓迎です。
また最終日の11/9（日）午前中には、つくり手本人によるギャラリートークも開催し、観覧者の皆さまと

の一層のコミュニケーションを図ります。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昨年度、木の仕事展会場写真、ギャラリートーク

　今回の会場である「大阪市立クラフトパーク」では、クラフト関連の9つの教室に週に800人もの生徒が

通います。そうした、ものづくりの魅力に出会える場を会場とし、つくり手主体による一般社会、使い手へ

の情報発信をおこなう意義は、小さくはないと自負いたします。

　さまざまな課題を抱えた今日、すこしづつ本物の良さが見直され、つくり手と使い手の信頼が深まり、そ

の場限りではない持続可能な取り組み、そのための選択、「本当の意味での豊かな暮らし」のための、暮ら
しに寄りそう家具の提案になることを願い、この「木の仕事展' 08」を開催いたします。

木の仕事展' 08 実行委員長　城森　陽介
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　展覧会詳細　

＜企画名称＞ 木の仕事展' 08

＜企画目的＞ 「使い手とつくり手の顔の見える交流／展覧会」

木工家、家具職人による、暮らしに寄りそう家具の提案

＜開催期間＞ 2008年11月6日（木）~9日（日）

＜開催時間＞ 午前9時30分~午後5時

（最終日は午前中ギャラリートーク開催）

＜開催場所＞ *ものづくり総合施設「大阪市立クラフトパーク」展示室

〒547-0012　大阪市平野区長吉六反1-8-44

TEL：06-4302-9210　FAX：06-4302-9212

http://www.craftpark.kidsplaza.or.jp/

＜入場料＞ 無料

＜出展者＞ 池田耕太郎、賀來寿史、久代昇男、城森陽介、高橋章子、谷本裕、谷山勉、

豊川忠宏、名嘉眞正、中村幸人、南部和幸、西尾吉世、松下由典、和田英男

＜主　催＞ *木の仕事の会

公式HP http://kinosigoto.kinokoubou.jp/

＜企画運営＞ 木の仕事展' 08 実行委員会 

＜木の仕事展'08 実行委員長＞
城森　陽介

　（有）ヤマシロファニシング／ブリコラージュファクトリー　

　email：jomorix78y@drive.ocn.ne.jp

　ブリコラージュファクトリー

　http://www.bricolage-factory.com/diary.html

　ブリコラージュ

　http://www.jimoto-navi.com/bricolage/

＜問い合わせ先 ／広報担当＞
名嘉眞正（なかまただし）

　家具の音楽

　〒518-0737　三重県名張市安部田728

　携帯 090-1863-2612　TEL/FAX：0595-63-0313

　email：sinatora@asint.jp　　

　http://kinosigoto.kinokoubou.jp/

＜添付資料＞ 展覧会詳細、過去の活動報告
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＜補足資料＞

　*ものづくり総合施設「大阪市立クラフトパーク」  　　　　　
　　　http://www.craftpark.kidsplaza.or.jp/

　平成11年10月「出会いのよろこび」「学ぶ楽しさ」「創るよろこび」を学べる、手づくり工芸の総

合施設としてオープン。

木工、染色、織物、金工、陶芸、吹きガラス、ステンドグラス、バーナー、キルンなど9講座を開設。

つくることの魅力、喜びに、週に約800名（木工100名）の生徒が受講する。

（木の仕事展実行委員／谷山勉は木工教室非常勤指導員として勤務）

　*「木の仕事の会」
　　 http://kinosigoto.kinokoubou.jp/

　関西、中部地域に主な会員を持つ。製材から販売まで、木の仕事を職業とする者により自主運営さ

れる団体。会員相互の交流、情報交換を進め、知識と技術の向上を目指す。（会員数56名）

またこれからは使い手と作り手双方の交流、信頼関係つくりが何よりも重要であると位置づけ、原生

林から木の仕事と暮らしを考える「広葉樹の森探索会」、健康住宅プロデュースまどり/コープ自然派

奈良共催「プロから学ぶ親子木工教室」への講師派遣なども積極的におこなう。

＜過去の主な自主企画、活動内容＞
・会員相互の知識と技術の向上を目指した勉強会の自主企画

　南京鉋台打ち講習会、拭き漆勉強会、サマーセミナー、

　椅子張り講習会

・一般参加も可能な見学会、木工教室への講師派遣　

　広葉樹の森探索会、漆工場見学会、

　プロから学ぶ親子木工教室

・自主企画展、クラフト展への参加、木工家ネットワークへ向けた取り組み　　　　　

　木の仕事展、美濃国池田山麓クラフト展、

　木工家ウィーク2008・NAGOYA

漆工場見学会 親子木工教室 広葉樹の森探索会
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